
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子供のための紙漉き体験 

８月２３日（日）、子どもたちを中心に約３０名の参加のもとで、講師

に柄戸忠二氏をお招きし、紙漉きの体験会が行われました。紙の

材料、楮（こうぞ）から紙漉きし、山口家屋敷内にある臭木(くさぎ)、

山 ご ぼ うで 染 めた 繊 維 も 紙 に 漉 い てみ ま し た 。 日 頃 は 何 気

なく使っている紙に親しみを持ち、紙を作る大変さを体験 

し、紙の大切さと自分で作る喜びを皆さんは実感したよう 

です。なれてくると、年上の子が年下の子に教えたり 

して和やかな雰囲気でした。 

9 月号 

   発行：平成２１年９月１５日 

発行人：雨岳文庫 

http://www.ugakubunko.ath.cx/

大山道展の開催と記念講演 

７月１９日（日）から１１月２３日（月）の予定で雨岳文庫資料館に於いて大山道に関する資料の展示が「大

山道展」（大山道合流の地・上粕屋）として開始されました。 （８月末現在の来館者は約２５０名）          

展示日初日の７月１９日には長塚市長のご挨拶の後、川島敏郎先生（県立公文書館専門委員）による「大山

道と大山信仰」について、記念講演が行われました。 

 講演には約１００名の参加者で会場は満員で市民の方々の関心の高さが 

うかがえます。 

川島先生の講演 

長塚市長のご挨拶 大山道展の見学者 

興味深く聴講の参加者 

ジオラマで大山道を確認する子供

臭木の実 



  

 

 

 

 

 

 

 

 五霊神社 

山口家から徒歩２分、バス停 〆引の西側にある神社は太田道灌合祀の 

神社と言われています。                                              

太田道灌の主君・上杉定正の急死後（七沢光沢寺 徳雲寺、徳雲寺の記録に 

よれば明応２年１０月５日）、明応３年(１４９４)９月１３日伊勢新九郎長氏 

（北条早雲）は大田道灌の非業の死を悼み家臣山田伊賀守源光長に命じて 

道灌の冑を納めさせ大田三徳命として五霊神社に合祀しました。道灌と長氏はともに永享４年(１４３２)の生

まれで文明８年(１４７６)に起こった駿河守護今川家の内紛の際にはお互い協力して鎮定した旧知の間柄で

もありました。社殿には「大同元年(８０６）三ノ宮村五霊原に鎮座」とあり、もとは三ノ宮御領原にあったようで

す。三穂津姫命（みほつひめ）等の五柱で相模国府の怨霊のたたりを鎮め国の安泰を祈った国府の社、御霊

神社だったと言われています。 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
         

 

                 

＊掲示板が完成 

雨岳文庫クラブの人たち

の手作りで 檜
ひのき

づくりの掲示

板が完成しました。行事の

写真等を来館者に見て頂

けるようになりました。 

今後の行事予定等                   ＊大山道展記念ウォーク 

 ・１０月１８（日）１０時～１５時 

                                      伊勢原の青山道（宿愛甲～上粕屋石倉橋） 

           
※                     
 
 
 

＊家族一緒に 芋掘り、栗拾いと竹や木で遊ぼう

 ・１０月１８日（日）９時３０分～１２時 
【伊勢原市教育委員会後援】 

＊家族一緒に 土塀つくり（瓦さんの土塀つくり）

  ・１１月１日（日） ９時３０分～１２時 
【伊勢原市教育委員会後援】 

近隣の歴史探訪 

*雨岳文庫歴史資料のデジタル化 

文部科学省の科学研究費による雨岳文庫資料の

デジタル化（共催：神奈川工科大学）がスタートし、今

年度中に一部ホームページに公開の予定です。

＊夏祭りこども神輿が休憩に立ち寄り 

８月２日（日）、子供たちの神輿が今年も山口家に途中の休憩場所として

立ち寄りしました。 

丁度、開催中の大山道展を見学し、地域の歴史を再発見したようです。

今回の見学を機会に今後、歴史の伝承が期待されます 

枝豆の収穫（農業体験） 

7 月 12 日（日）、春播いた枝豆も順調に成長し食べごろになり、 

約２０名の参加で収穫をしました。 

収穫した枝豆は早速、ゆでた枝豆、枝豆のポタージュ、枝豆餡

のずんだ餅となり、お昼にみなさんでいただきました。 

※ 大山道展の受付をお願いできる方、募集中 
 ご協力いただける方は下記にご連絡下さい。

TEL ０４６３－９５－０００２（山口） 


